
【表紙】  

【提出書類】 半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2025年８月14日

【中間会計期間】 第15期中(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

【会社名】 株式会社Aiming

【英訳名】 Aiming Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　椎葉　忠志

【本店の所在の場所】 東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目31番11号　住友不動産新宿南口ビル５階

【電話番号】 （０３）６６７２－６１５９（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部ディビジョンディレクター　田村　紀貴

【最寄りの連絡場所】 東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目31番11号　住友不動産新宿南口ビル５階

【電話番号】 （０３）６６７２－６１５９（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部ディビジョンディレクター　田村　紀貴

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社Ａｉｍｉｎｇ(E31348)

半期報告書

 1/21



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第14期

中間連結会計期間
第15期

中間連結会計期間
第14期

会計期間
自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

自　2024年１月１日
至　2024年12月31日

売上高 (千円) 8,096,013 8,989,882 17,086,858

経常利益又は経常損失（△） (千円) △553,964 1,118,178 △150,439

親会社株主に帰属する中間純利益又
は親会社株主に帰属する中間(当期)
純損失（△）

(千円) △934,815 827,812 △341,113

中間包括利益又は包括利益 (千円) △557,975 946,589 △401,082

純資産額 (千円) 5,355,268 6,766,274 6,064,243

総資産額 (千円) 7,154,885 8,666,578 8,154,200

１株当たり中間純利益又は
１株当たり中間(当期)純損失（△）

(円) △21.10 17.73 △7.49

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.6 76.7 71.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △12,163 3,583,237 △964,380

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △152,808 △1,673,918 △215,486

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 630,075 △244,725 1,181,848

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 3,319,441 4,522,757 2,867,502
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 第14期中間連結会計期間及び第14期の潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式は

存在するものの、１株当たり中間(当期)純損失であるため、記載しておりません。また、第15期の潜在株式

調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更は

ありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当社グループは、「世界中にAimingのファンを」をミッションに掲げ、スマートフォンをはじめとした基本無料

の「オンラインゲーム事業」を主たる業務としております。

国内のスマートフォン向けオンラインゲーム市場は、2023年度は１兆2,351億円となり、2025年度には１兆2,708

億円になると予測（※）されており、安定した市場規模を維持しております。その一方、アニメやゲームなどの知

名度の高いIP（Intellectual Propertyの略）を題材としたタイトルや、品質の高い海外企業のゲームが国内でサー

ビスを開始するケースも多く、競争は激化しております。また、国内外の品質の高いゲームが市場に投入されるこ

とで、ユーザーの求めるゲーム品質の水準が高まっていることから、ゲームの開発期間は長期化し、開発費用も高

騰しております。

 
このような状況の中、当社グループはオンラインゲーム事業のさらなる成長及びシェアの拡大を目指し、サービ

ス中タイトルの拡充と開発中タイトルの準備を進めてまいりました。

サービス中タイトルにつきましては、株式会社スクウェア・エニックスとの共同開発タイトル『ドラゴンクエス

トタクト』は、コラボイベントや、新キャラクターの追加により、アクティブユーザー数と課金ユーザー数を維持

し、安定的な収益に貢献いたしました。『陰の実力者になりたくて！マスターオブガーデン』は、2.5周年イベント

や新キャラクターの追加の実施を通じて、収益に寄与しました。『2.5次元の誘惑（リリサ）天使たちのステージ』

『銀河英雄伝説 Die Neue Saga』『WIND BREAKER 不良たちの英雄譚』は、季節イベントや新キャラクターの追加の

実施を通じて収益に貢献しました。『剣と魔法のログレス　いにしえの女神』をはじめとする他タイトルについて

は、長期運営によるKPIの低下は見られるものの、コラボイベント実施等により、アクティブユーザー数及び課金

ユーザー数の維持に努めました。

開発中タイトルにつきましては、他翌四半期以降に配信を予定しているタイトルの準備と品質の向上に努めまし

た。今後ますます激化することが予想される市場競争に対し、IP取得によるユーザー訴求力の向上や共同事業など

による適切なビジネススキームの確立に取り組んでまいります。

 
以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は8,989百万円（前中間連結会計期間比11％増）、営業利益は

1,843百万円（前中間連結会計期間は748百万円の営業損失）、経常利益は1,118百万円（前中間連結会計期間は553

百万円の経常損失）となり、親会社株主に帰属する中間純利益は827百万円（前中間連結会計期間は934百万円の親

会社株主に帰属する中間純損失）となりました。

 
(※) 出典：『ファミ通ゲーム白書2024』株式会社角川アスキー総合研究所
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（2）財政状態の分析

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ512百万円増加し、8,666百万円となりました。これは主として、

売掛金及び契約資産の減少1,495百万円、未収入金の減少288百万円があったものの、現金及び預金の増加1,655百万

円、関係会社株式の増加534百万円によるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ189百万円減少し、1,900百万円となりました。これは主として、

未払金の減少212百万円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ702百万円増加し、6,766百万円となりました。これは主とし

て、非支配株主持分の減少158百万円があったものの、親会社株主に帰属する中間純利益の計上による利益剰余金の

増加827百万円によるものであります。

 
（3） キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は前連結会計年度より1,655百万円増加し、4,522百万円となり

ました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって増加した資金は3,583百万円となりました。これは主として、売上債権及び契約資産の減少

1,495百万円、税金等調整前中間純利益の計上1,118百万円、持分法による投資損失959百万円によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって減少した資金は1,673百万円となりました。これは主として、関係会社出資金の払込による支出

1,100百万円、関係会社株式の取得による支出549百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって減少した資金は244百万円となりました。これは主として、非支配株主への配当金の支払額244

百万円によるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当中間連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、414百万円であります。なお、当中間連結会

計期間における研究開発活動の状況の重要な変更はありません。

 

（6）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループの資金需要のうち主なものは、新規タイトルの開発や運営にかかる人件費や外注費、サービス提

供・拡充のための広告宣伝費であります。

当社グループは、事業運営上、必要な資金の流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としてお

り、これらの資金需要に対して、営業活動によるキャッシュ・フローや自己資金を充当することを基本とし、状況

に応じて、金融機関からの借入れや各種資本政策等による資金調達で対応することとしております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,705,300 46,705,300
東京証券取引所
グロース市場

単元株式数は100
株であります。

計 46,705,300 46,705,300 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年６月30日 － 46,705,300 － 3,407,917 － 3,397,917
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(5) 【大株主の状況】

2025年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

株式会社コロプラ 東京都港区赤坂９丁目７番２号 6,536 14.01

椎葉　忠志 東京都渋谷区 2,992 6.41

IMAGE TECHNOLOGY INVESTMENT
LIMITED（国内連絡先 TENCENT
JAPAN 合同会社）

29/F., THREE PACIFIC PLACE, NO.1 QUEEN'S
ROAD EAST, WANCHAI, HONG KONG（港区虎ノ門
１丁目２３－１　虎ノ門ヒルズ森タワー）

2,921 6.26

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番２１号 2,497 5.35

みずほ信託銀行株式会社有価証
券管理信託０７３００３８号

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 2,433 5.22

みずほ信託銀行株式会社有価証
券管理信託０７３００３９号

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 1,991 4.27

山下　貴司 北海道札幌市 803 1.72

THE BANK OF NEW YORK MELLON
140040（常任代理人 株式会社
みずほ銀行決済営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY 10286,
U.S.A.（港区港南２丁目１５－１　品川イン
ターシティＡ棟）

540 1.16

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR　BNY
GCM CLIENT ACCOUNTS　M LSCB
RD（常任代理人 株式会社三菱
ＵＦＪ銀行）

ONE CHURCHILL PLACE, LONDON, E14 5HP
UNITED KINGDOM（千代田区丸の内１丁目４番５
号 決済事業部）

517 1.11

MSCO CUSTOMER SECURITIES（常
任代理人 モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社）

1585 Broadway New York, New York 10036,
U.S.A.（千代田区大手町１丁目９－７ 大手町
フィナンシャルシティ サウスタワー）

446 0.96

計 － 21,681 46.46
 

（注）１．上記のほか当社所有の自己株式37,100株があります。
２．みずほ信託銀行株式会社有価証券管理信託0730038号、みずほ信託銀行株式会社有価証券管理信託0730039号
については、椎葉忠志氏が委託した信託財産であり、議決権行使に関する指図者は同氏であります。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2025年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式 ― ―

37,100

完全議決権株式(その他)

 
普通株式

 
普通株式

株主としての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式であり
ます。また単元株式数は100株であり
ます。

46,659,700
 

466,597
 

単元未満株式
普通株式

― ―
8,500

発行済株式総数 46,705,300 ― ―

総株主の議決権 ― 466,597 ―
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② 【自己株式等】

2025年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
割合(％)

(自己保有株式)
株式会社Aiming

東京都渋谷区千駄ヶ谷５丁目
３１番１１号　住友不動産新
宿南口ビル５階

37,100 ― 37,100  0.08

計 ― 37,100 ― 37,100 0.08
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２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号)に

基づいて作成しております。

当社の中間連結財務諸表は、第一種中間連結財務諸表であります。

 
２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年１月１日から2025年６月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,867,502 4,522,757

  売掛金及び契約資産 2,919,139 1,424,056

  商品及び製品 7,030 5,907

  仕掛品 41,824 88,800

  貯蔵品 95 88

  前払費用 272,959 402,062

  未収入金 608,294 320,231

  その他 39,693 48,054

  流動資産合計 6,756,540 6,811,958

 固定資産   

  有形固定資産 388,143 363,879

  無形固定資産 3,966 3,488

  投資その他の資産   

   関係会社株式 － 534,290

   関係会社出資金 39,543 58,440

   長期前払費用 370,990 330,600

   繰延税金資産 19,298 －

   敷金及び保証金 575,716 563,920

   投資その他の資産合計 1,005,549 1,487,251

  固定資産合計 1,397,659 1,854,620

 資産合計 8,154,200 8,666,578

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 516,467 427,407

  未払金 561,608 349,220

  未払法人税等 41,291 189,953

  未払消費税等 195,139 115,982

  契約負債 366,390 399,737

  賞与引当金 － 115,512

  その他 176,436 105,868

  流動負債合計 1,857,334 1,703,681

 固定負債   

  長期未払金 231,962 196,275

  その他 659 346

  固定負債合計 232,622 196,622

 負債合計 2,089,957 1,900,304

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,407,917 3,407,917

  資本剰余金 3,397,917 3,430,385

  利益剰余金 △1,015,775 △187,962

  株主資本合計 5,790,060 6,650,340

 非支配株主持分 274,182 115,934

 純資産合計 6,064,243 6,766,274

負債純資産合計 8,154,200 8,666,578
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

売上高 8,096,013 8,989,882

売上原価 4,011,523 3,071,397

売上総利益 4,084,489 5,918,484

販売費及び一般管理費 ※1  4,833,156 ※1  4,074,715

営業利益又は営業損失（△） △748,666 1,843,769

営業外収益   

 受取利息 392 1,785

 為替差益 10,612 －

 受取手数料 367 687

 受取分配金 127,922 197,426

 補助金収入 13 32,139

 持分法による投資利益 59,677 －

 その他 2,161 6,803

 営業外収益合計 201,148 238,842

営業外費用   

 支払利息 142 32

 為替差損 － 2,757

 株式交付費 5,905 －

 持分法による投資損失 － 959,393

 その他 398 2,250

 営業外費用合計 6,446 964,434

経常利益又は経常損失（△） △553,964 1,118,178

特別利益   

 固定資産売却益 7 4

 特別利益合計 7 4

特別損失   

 固定資産除却損 169 －

 特別損失合計 169 －

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損
失（△）

△554,126 1,118,183

法人税、住民税及び事業税 28,839 152,294

法人税等調整額 △24,990 19,298

法人税等合計 3,849 171,593

中間純利益又は中間純損失（△） △557,975 946,589

非支配株主に帰属する中間純利益 376,839 118,776

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に
帰属する中間純損失（△）

△934,815 827,812
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △557,975 946,589

中間包括利益 △557,975 946,589

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 △934,815 827,812

 非支配株主に係る中間包括利益 376,839 118,776
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間
純損失（△）

△554,126 1,118,183

 減価償却費 66,429 34,428

 コンテンツ償却費 2,121 ―

 株式報酬費用 10,931 3,520

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 ―

 賞与引当金の増減額（△は減少） 29,922 115,512

 受取利息及び受取配当金 △392 △1,785

 受取分配金 △127,922 △197,426

 支払利息 142 32

 持分法による投資損益（△は益） △59,677 959,393

 売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 709,773 1,495,083

 棚卸資産の増減額（△は増加） △36,680 △45,845

 仕入債務の増減額（△は減少） △287,149 △89,059

 前払費用の増減額（△は増加） △80,358 △92,953

 未収入金の増減額（△は増加） 162,483 286,791

 未払金の増減額（△は減少） △250,131 △248,871

 契約負債の増減額（△は減少） △45,826 33,347

 未払消費税等の増減額（△は減少） 165,963 △79,157

 その他 134,857 70,161

 小計 △159,669 3,361,353

 利息及び配当金の受取額 176,308 232,244

 利息の支払額 △50 △32

 法人税等の支払額 △28,751 △10,328

 営業活動によるキャッシュ・フロー △12,163 3,583,237

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △137,640 △7,847

 有形固定資産の売却による収入 ― 4

 無形固定資産の取得による支出 △1,586 ―

 敷金及び保証金の差入による支出 △14,198 △17,325

 敷金及び保証金の回収による収入 616 249

 関係会社出資金の払込による支出 ― △1,100,000

 関係会社株式の取得による支出 ― △549,000

 投資活動によるキャッシュ・フロー △152,808 △1,673,918

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 株式の発行による収入 1,649,404 ―

 短期借入金の純増減額（△は減少） △500,000 ―

 リース債務の返済による支出 △316 △167

 非支配株主への配当金の支払額 △519,013 △244,558

 財務活動によるキャッシュ・フロー 630,075 △244,725

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28,385 △9,338

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 436,716 1,655,254

現金及び現金同等物の期首残高 2,882,725 2,867,502

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  3,319,441 ※1  4,522,757
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当中間連結会計期間

(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間に出資をしたWIND BREAKER 不良たちの英雄譚製作委員会及び株式会社Betimoを持分法

の適用範囲に含めております。
 

 

(会計方針の変更等)

　　該当事項はありません。

 
(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。

 
(中間連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

給料手当 576,732 千円 678,236 千円

退職給付費用 10,653 〃 13,286 〃

賞与引当金繰入額 1,773 〃 90,901 〃

広告宣伝費 786,209 〃 478,826 〃

支払手数料 2,025,440 〃 1,619,555 〃
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

現金及び預金 3,319,441 千円 4,522,757 千円

現金及び現金同等物 3,319,441 千円 4,522,757 千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 
２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 
３　株主資本の著しい変動

　当社グループは、2024年３月８日付で、株式会社コロプラから第三者割当増資の払込みを受けました。

　この結果、当中間連結会計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ826,905千円増加し、当中間連結会計期

間末において資本金が3,407,917千円、資本剰余金が3,397,917千円となっております。

 
当中間連結会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 
２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 
３　株主資本の著しい変動

当社グループは、2025年２月14日付で、共同出資をした他社による2.5次元の誘惑（リリサ）天使たちのステージ製

作委員会からの脱退および本製作委員会からの配当金受領にかかる出資比率の変更に合意したことにより、当中間

連結会計期間において、その他資本剰余金が32,467千円増加しております。

この結果、当中間連結会計期間末において資本剰余金が3,430,385千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社グループは、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

  （単位：千円）

 

報告セグメント

合計

オンラインゲーム事業

オンラインゲーム配信サービス 7,212,040 7,212,040

オンラインゲーム制作/運営受託サービス 883,973 883,973

顧客との契約から生じる収益 8,096,013 8,096,013

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 8,096,013 8,096,013
 

 
当中間連結会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

  （単位：千円）

 

報告セグメント

合計

オンラインゲーム事業

オンラインゲーム配信サービス 6,207,587 6,207,587

オンラインゲーム制作/運営受託サービス 2,782,294 2,782,294

顧客との契約から生じる収益 8,989,882 8,989,882

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 8,989,882 8,989,882
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
至　2025年６月30日)

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失
（△）

△21円10銭 17円73銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に帰
属する中間純損失（△）(千円)

△934,815 827,812

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失（△）(千円)

△934,815 827,812

普通株式の期中平均株式数(株) 44,295,956 46,674,083

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り中間純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、
前連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当

たり中間純損失であるため、記載しておりません。また、当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純

利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年８月14日

株式会社Aiming

取締役会 御中

 

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮　崎　　哲  
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吹　上　　剛  
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Aiming

の2025年１月１日から2025年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社Aiming及び連結子会社の2025年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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